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＜連絡事項＞

・本日、院内研修があります。参加してください。

＜患者様連絡事項＞

・中川原　新一様～右足の疼痛訴え聞かれ、担当医指示にてレントゲン検査実施する。異常所見見られず。ハップスター処方となる。

・大谷　忠様～食事摂取不良で、担当医診察し、点滴内容変更となる。

・續石　啓介様～感冒症状持続し、本人希望にてPL顆粒　3日分再度処方となる。

・嶋守　京子様～セフトリアキソンの点滴終了、3/1（水）までアナフラニールの点滴継続、2/22（水）採血の指示となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。対面時の性的発言ないが、女性スタッフを誘う発言聞かれている。また、開放処遇を気にする発言聞かれている。妄想発言聞かれ、表情の硬さ続いている為、引き続き、精神症状の観察を行い安全な療養が送れるよう対面看護行っていく。

・池野　功一様～身体拘束中。微熱続いており、今朝体温37.4℃。10：00体温37.1℃で経過している。本日は妄想や奇異行為見られず、オムツ交換にも拒否なく応じている。深澤Drより、スタッフ常時見守りできる際には、拘束を外し経過をみても良いとの指示あり。（※スタッフが付き添いできない場合は、拘束は外さない事。）引き続き、精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するようケア行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。湿性咳嗽は持続している。酸素飽和濃度の低下や発熱はない。対面時「拘束を外せ。」と要求聞かれ、処遇について説明するが、要求が通らない事で不機嫌となり、声掛けにも無言になっている。また、おむつ交換の際、一時的に拘束をはずすと、再拘束の際に怒る事見られている。引き続き、認知症状の観察と肺炎に伴う症状観察とケアを継続していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・澤村　彬様～昨日も落ち着きなく、スタッフオフィスに侵入しジュースを盗む行為見られている。夜勤帯でも同行為見られ、介入に対し振り払う事見られる。粗暴行為はない。担当医より、うみねこ学園に帰す方向で調整してもらいたいとの指示。引き続き、安全確保のため、スタッフオフィスの施錠を確実に行い、施設入所に向け調整を図っていく。

・藤井　孝蔵様～体温37.5℃～36.9℃で経過している。自力歩行は困難で車椅子を使用し、排泄介助行っている。各食摂取量が少なく、水分・エンシュアリキッド、お茶のみ摂取している状況。両側踵部に水疱形成あり。本人は「夜中に先生が注射器で水を踵に入れた。」と妄想発言聞かれている。引き続き、薬剤調整に伴う、錘体外路症状の観察とADL低下のないようケア行っていく。

・河原木　泰志様～昨日より、唸り声強く夜間は不眠で経過。本日も唸り声きかれ「うるさい」と叫ぶこと見られている。引き続き、幻聴に伴う行動に注意し観察行っていく。

・松原　輝子様～午前中は落ち着いて過ごしていたが、昼食時より、帰宅要求聞かれ食事も拒否している。扉を開閉時、退出しようとする事あり制止している。引き続き、認知症状の観察と所在の確認を行っていく。

・若松　千代治様～食事終了後、同じテーブルの患者様の食事を盗って食べることが見られている。食事の際は、時間をずらし提供し、他患者様が食事をしている際は自室に戻るよう介入していく。盗食行為による、誤嚥や窒息事故のリスクも高い為、十分に注意していく必要がある。

・中川原　新一様～本日、覚醒状況悪く、朝食も牛乳のみ摂取している。体温36.0台にて経過している。

・大谷　忠様～朝食は2口、昼食は摂取せず。徘徊や多動性みられ介入ようしている。引き続き、不整脈の有無やバイタルサインに注意し、日常生活への援助を行っていく。

・小舘　アツ子様～昨日は「孫や息子が死んだ。」等の妄想発言きかれている。本日は西病棟を気にする発言や「家に帰れるのか？」「施設に行くのか？」との発言聞かれている。今朝体温は37.6℃、10：00体温36.3℃で経過している。引き続き、精神症状の観察を行う。

＜馬渡Dr診察＞

・坂本　恵様～オランザピン7.5mg→10mgへ増薬し、他の内容は変更無く7日分処方となる。担当医より、措置解除後にみちのく記念病院へ戻る方向で進めたいとの事で、面談調整の指示あり。

・寺地　啓喜様～日中の幻聴は良くなってきたが、夕方以降の幻聴が強いと訴えきかれ、クエチアピン400mg→200mg、オランザピン5mg追加し、他内容変更なく7日分処方となる。

・附田　カチ様～ケアに対する易怒性や興奮あることから、グラマリール75mg→100mgへ増薬し、7日分処方となる。

・新町　徳雄様～本日の採血データにて、炎症反応は改善、脱水も改善されてきている。抗生剤は飲み切り終了、フロセミドは内服へ変更、臨時薬でパケンシロップ6ml追加、他同内容で7日分処方となる。DIVは明日の予定分までとし、尿量、食事量が保てないようなら適宜実施していくとの事。

